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〔研究ノート〕

−呼和浩特市附中東通りを事例に−

蘇徳斯琴　　庄子　　元　　関根　良平

若年層におけるオンラインショッピングの
普及にともなった商店街の変容

Ⅰ　問題の所在
　二十一世紀に入ると，コンピューターを介し
たインターネット通信技術は飛躍的に発展し，
パソコンによる情報通信は世界的に普及した。
そして，情報検索機能と情報通信スピードはス
マートフォンの普及にともなって進歩し，これ
によってオンラインショッピングは急速に拡大
している。オンラインショッピングの普及は
人々の購買や消費行動を大きく変化させただけ
でなく，各地域の経済や商店街のあり方にも顕
著な影響を与えるようになった。とりわけ，14
億という膨大な人口を抱える中国ではオンライ
ンショッピングが劇的に拡大し，世界各国から
の注目を浴びている１）。
　現在，中国の若者を中心とする消費者は，紙
幣や貨幣といった現金通貨を持ち歩かなくな
り，スマートフォンだけですべてを済ませつつ
ある。例えば，大型スーパーから個人経営の
商店に至るまで，日常的な買い物の支払いを

「WeChat Pay」や「Alipay」などのアプリケー
ションで済ませることが可能であり，さらに各
銀行の口座管理や送金，家庭生活に関わる電気
代や水道代，交通費などの支払いを行うことも
できる。こうした支払い形態の変化によって，
対面での支払いを行う支店の窓口が大幅に減少
し，支払い形態の変化は社会全体の就労形態に
まで影響を及ぼしている。最新の報道によると，

2019年６月現在，オンラインショッピング者数
は中国全土で6.38億人にのぼり，2018年６月と
比べると6,990万人増加した。これはインター
ネット利用者全体の74.8％を占める数値であ
る。このうちスマートフォンを含む携帯電話を
利用したオンラインショッピング者数は6.21億
人になり，2018年６月から6,464万人増え，携帯
電話利用者数全体の73.4％を占めるようになっ
ている（China Internet Network Information 
Center 2019）。こうした数値を踏まえれば，扶
養されている子どもやインターネットへのアク
セスが困難である高齢者を除いた消費者のほと
んどがインターネットを利用して買い物をして
いるといえよう。つまり，現在の中国ではオン
ラインショッピングは日常生活に欠かせない
サービスの一つになってきたといえる。
　こうしたオンラインショッピングの普及は，
人々の生活や社会経済活動に便宜をもたらした
ものの，個人情報の漏洩や悪質な詐欺事件，偽
物や不良品による被害の多発といった様々な問
題を引き起こしている。そのため，オンライン
ショッピングに関する先行研究では，消費者
の権利を損なうケースが数多く発生している
ことが注目され，いかなる方法で消費者の権利
を保護するかが検討されている。例えば，姜・
張（2017）はインターネットでの消費者の権利
を保護する必要性を強調しつつ，中国のイン
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ターネット市場に関する法律が不足している状
況を指摘し，関連する法律や規定を迅速に充実
させることを呼び掛けている。これと同様に陈

（2017）もオンライン上の消費者に関する法整
備の欠点の中でも，消費者の個人情報の保護に
おける問題点を指摘し，関連法律を充実させる
ことによって消費者の権利を保護し，インター
ネットを利用した消費を持続可能的に発展させ
ていくことを強く求めている。また，盛（2019）
は海外のネットショップを事例に，国際的な
ネットショップにおける問題点を取り上げ，各
国の関連機構との有力な協定や協力を提唱して
いる。そのほかには，オンラインショッピング
における過包装による環境汚染問題やそのリサ
イクルの推進を論じた周ほか（2019），中国の
農村地域におけるオンラインショッピングの実
態を分析し，農村地域のインターネット環境お
よび交通網や運搬システムといった基盤整備の
強化を指摘した王（2019），大学生をはじめと
する若者のオンラインショッピングの実態を把
握した魏（2017）と陈・时（2019）などが挙げ
られる。
　このように，オンラインショッピングに関す
る研究成果は様々な分野で蓄積されているが，
そのほとんどは中国国内の沿岸部や大都市と
いった比較的発展している地域を対象としてい
る。そのため，本研究で取り上げる中国内陸の
内モンゴル自治区に代表されるような比較的経
済発展が遅れている地域を取り上げた研究蓄積
が求められる。また，先行研究の多くは購買行
動の実態の把握や，オンラインショッピングに
関する法律の未整備や過包装といった諸問題の
指摘が中心であり，若年層を中心とするオンラ
インショッピングの普及が，実在する商店街に
どのように影響を及ぼしているのかという点に
注目した研究はみられない。そこで，本研究で
は内モンゴル自治区の首府である呼和浩特市内
において「若者の街」と呼ばれる「附中東通り２）」
の商店街を対象に，その周辺に居住する若者の

購買行動の実態を把握するとともに，附中東通
りにおける店舗構成の変化や経営状況を明らか
にすることで，オンラインショッピングが普及
したことによる商店街への影響を検討する。
 
Ⅱ　調査地域の概況
　本研究で取り上げる内モンゴル自治区は，中
国の北国境に位置するモンゴル民族を主とした
少数民族地域である。首府である呼和浩特市は
自治区の中央部に位置する（図１）。2019年現在，
呼和浩特市の人口は約230万であり，呼和浩特
市は自治区の経済，政治，文化などの中心地で

  図１　研究対象地域
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2019 年 5 月筆者撮影 
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2019 年 5 月筆者撮影 
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ある。自治区における教育の中心地でもある呼
和浩特市には，自治区内のほとんどの大学や専
門学校などが集中している。そのため，呼和浩
特市はこれらに通う若年層の人数が最も多い内
モンゴル自治区の都市である。そのなかでも市
内の大学が集中しているエリアには大学生向け
の商店街が形成され，大学生をターゲットとす
る経済活動が展開してきた。
　本研究の調査地域である附中東通りは南北に
それぞれ大学が立地し，附属中学校にも面して
いることから「若者の街」と呼ばれていた。附
中東通りには南北方向の道路を挟んで両側に店

舗が立ち並んでいるが，店舗の形態は東西で異
なる。西側の店舗は，附中東通りが開発された
2000年頃の建物であり，二階建ないしは三階建
である（写真１）。一方，東側は商店街として
の開発地ではなく，その多くは住宅地や行政事
務所などであった。西側に商店街が形成した後，
複数の大学から近距離に位置するという環境か
ら附中東通りに対する商業地需要は増加した。
こうした需要の高まりに応じて，住宅や事務所
の一階部分，倉庫の一部を改築した店舗が東側
に並んでいる（写真２）。
　このように大学から近距離に位置するという
立地環境から商店街が拡大した附中東通りに
は，若者向けの商品，とりわけ若者を対象とす
るファストファッションの店舗が立ち並び，呼
和浩特市内において特異な景観を形成してい
た。

Ⅲ　若者のインターネットでの購買行動
　本研究では附中東通りを往来する若年層150
名３）を対象に，オンラインショッピングに関
するアンケート調査を実施した。なお，このア
ンケート調査の実施時期は，2019年５月～ 11月
である。
　150人のうち91% を占める137人が学生であ
り，残りの９% は社会人であった。また，137
人の学生のうち，113人は附中東通りの近隣に
立地する内蒙古大学，内蒙古師範大学，内蒙古
農業大学の学生であり，残りの24名は附中東通
りから８～ 20km 離れた専門学校の学生であっ
た。回答者の性別に注目すると，150名のうち
109人が女性であり，41名が男性であった。
　ここでアンケートに回答した大学生の生活環
境について整理したい。彼らのほぼ全員は各大
学の寮に住んでいる。上述した大学の寮では各
部屋に，学部生は６人，修士課程の院生は４人，
博士課程の院生は２人が割り当てられる。寮で
は各階に共用のトイレや洗面所が設置されてい
るが，台所は設けられていない。また，冷蔵庫
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 写真１　附中東通り西側の店舗
2019年５月筆者撮影

 対象写真２　附中東通り東側の店舗
2019年５月筆者撮影
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や電子レンジといった調理に用いる電化製品の
使用は禁止されている。そのため寮に居住する
大学生は，大学の敷地内に設置されている学生
食堂を利用するか，学外の飲食店で食事をとる
ことが一般的である。
　アンケート調査ではオンラインショッピング
を「全くしない」という回答はみられなかった。
オンラインショッピングの頻度は，毎月１～２
回する者が150人のうち９% を占め，毎週１回
する者が70%，さらに毎週複数回購入する者が
21%となっている。したがって，９割以上は毎
週一回以上，ネットショップから何らかを購入
しているということになり，こうした購入頻度
の多さから，購入機会の８割以上がオンライン
ショッピングであるという者は65% にのぼる。
こうした背景にはスマートフォンの普及によっ
てネットショップへのアクセスが容易になった
ことが考えられる。スマートフォンが普及する
以前はインターネットへアクセスするために
はパソコンが必要であり，また建物のインター
ネット通信整備も必要であったため，オンライ
ンショッピングはそれなりに制限されていたと
考えられる。しかし，現在ではスマートフォン
の購入と通信キャリアとの契約によって容易に
インターネットを利用することができる。その
ため，オンラインショッピングを買い物の手段
として選択する理由に，どこからでもアクセス
できるという利便性の高さが回答され，この回
答は値段が安い，商品が豊富であるという理由
に並んでほぼ全ての回答者が答えた項目であっ
た。
　次にオンラインショッピングでの購入品目を
把握する。大学生に代表される若年層は，家庭
をもつ社会人と違い，日常生活で必要となる物
品はそれほど多くない。とりわけ上述したよう
に個人的な空間と電化製品の使用が制限される
寮に居住している大学生では尚更である。オン
ラインショッピングで購入する商品のうち，最
多であったものは衣類であり，150人のうち114

人がオンラインショッピングの中で最も多く購
入しているのは衣類であると回答している。そ
して，これに日用品，本と続く。こうしたオン
ラインショッピングで利用されているネット
ショップは，８割以上が「淘宝网」であり，次
に「天猫」と「京東」が並んでいた４）。ほとん
どの若年層が利用しているオンラインショッピ
ングであるが，この満足度を問うと，非常に満
足しているという回答が17人，満足していると
いう回答が114人であり，87.3% の回答者がオン
ラインショッピングに満足しているという結果
になった。一方で，何らかの不満を抱えていた
19人にその理由を尋ねたところ，配達時間が遅
い（写真３）という意見に加え，商品の質が良
くないという回答が散見された。
　こうしたインターネットを介して販売される
商品の質に関する認識は，とくに食品の購入に
対して影響を及ぼしている。本研究のアンケー
ト調査では食品をインターネットで購入する者
は少なく，その理由には寮に調理設備が整って
いないことに加え，食品の安全性に不安がある
ため，実際に確認することができるスーパーや
商店で購入するという回答が得られた。また，
呼和浩特市内の中心部には大規模なショッピン
グセンターが立地しているが，このショッピン

写真３　大学の寮への商品の配達
2019年５月筆者撮影
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写真 3 大学の寮への商品の配達 

2019 年 5 月筆者撮影 

不満を抱えていた 19 人にその理由を尋ね

たところ，配達時間が遅い（写真 3）とい

う意見に加え，商品の質が良くないという
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こうしたインターネットを介して販売さ

れる商品の質に関する認識は，とくに食品
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い物はあまりしないという回答であった。 

 

Ⅳ 附中東通りの変化 

附中東通りが開発された 2000 年頃の様

子を，当時から続く商店の経営者に聞く

と，商店街の 8割以上が若者向けの衣類や 

表 1 附中東通りの店舗構成 

1）薬局には洗剤や整髪料などの販売を中心とし

ている店舗も含む。 

2019 年 8 月現地調査より作成 

学生層に好まれるプレゼント用の商品を販

売する店であったという。これらの店舗で

は，中国の南方や沿岸部の都市部から発信

される若者向けの最新デザインの衣類をい

ち早く取り入れ，人気を集めていた。一

方，学生生活で必要となる文房具や生活用

品を扱う店舗は，当時からあまり入居して

いなかった。その理由は，附中東通りの近

隣には約 40 年前から続く「文化商城」と 

いう商店街が立地しており，文化商城には

西側 東側 合計

飲食店 56 35 91

薬局
1） 6 6 12

衣料品店 5 3 8

簡易宿泊所 1 2 3

縫製店 0 2 2

通信業者 1 1 2

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ 1 0 1

その他 0 4 4

合計 70 53 123

店舗数
業種
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グセンターを含め，市内中心部にどのくらいの
頻度で行っているかを尋ねたところ，150人中
130人が月に一度くらい行くものの，その訪問
理由は映画や食事であり，買い物はあまりしな
いという回答であった。

Ⅳ　附中東通りの変化
　附中東通りが開発された2000年頃の様子を，
当時から続く商店の経営者に聞くと，商店街の
８割以上が若者向けの衣類や学生層に好まれる
プレゼント用の商品を販売する店であったとい
う。これらの店舗では，中国の南方や沿岸部
の都市部から発信される若者向けの最新デザイ
ンの衣類をいち早く取り入れ，人気を集めてい
た。一方，学生生活で必要となる文房具や生活
用品を扱う店舗は，当時からあまり入居してい
なかった。その理由は，附中東通りの近隣には

１）薬局には洗剤や整髪料などの販売を中心とし
ている店舗も含む。
2019年８月現地調査より作成

表１　附中東通りの店舗構成

が「淘宝网」であり，次に「天猫」と「京

東」が並んでいた 4）。ほとんどの若年層が

利用しているオンラインショッピングであ

るが，この満足度を問うと，非常に満足し

ているという回答が 17 人，満足している

という回答が 114 人であり，87.3%の回答 

者がオンラインショッピングに満足してい

るという結果になった。一方で，何らかの

写真 3 大学の寮への商品の配達 

2019 年 5 月筆者撮影 

不満を抱えていた 19 人にその理由を尋ね

たところ，配達時間が遅い（写真 3）とい

う意見に加え，商品の質が良くないという

回答が散見された。 

こうしたインターネットを介して販売さ

れる商品の質に関する認識は，とくに食品

の購入に対して影響を及ぼしている。本研

究のアンケート調査では食品をインターネ

ットで購入する者は少なく，その理由には

寮に調理設備が整っていないことに加え，

食品の安全性に不安があるため，実際に確

認することができるスーパーや商店で購入

するという回答が得られた。また，呼和浩

特市内の中心部には大規模なショッピング

センターが立地しているが，このショッピ

ングセンターを含め，市内中心部にどのく

らいの頻度で行っているかを尋ねたところ，

150 人中 130 人が月に一度くらい行くもの

の，その訪問理由は映画や食事であり，買

い物はあまりしないという回答であった。 

 

Ⅳ 附中東通りの変化 

附中東通りが開発された 2000 年頃の様

子を，当時から続く商店の経営者に聞く

と，商店街の 8割以上が若者向けの衣類や 

表 1 附中東通りの店舗構成 

1）薬局には洗剤や整髪料などの販売を中心とし

ている店舗も含む。 

2019 年 8 月現地調査より作成 

学生層に好まれるプレゼント用の商品を販

売する店であったという。これらの店舗で

は，中国の南方や沿岸部の都市部から発信

される若者向けの最新デザインの衣類をい

ち早く取り入れ，人気を集めていた。一

方，学生生活で必要となる文房具や生活用

品を扱う店舗は，当時からあまり入居して

いなかった。その理由は，附中東通りの近

隣には約 40 年前から続く「文化商城」と 

いう商店街が立地しており，文化商城には

西側 東側 合計

飲食店 56 35 91

薬局
1） 6 6 12

衣料品店 5 3 8

簡易宿泊所 1 2 3

縫製店 0 2 2

通信業者 1 1 2

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ 1 0 1

その他 0 4 4

合計 70 53 123

店舗数
業種

写真４　附中東通りで立ち食いをする若者
2019年５月筆者撮影

古本屋や文房用具，生活用品を扱う商店が

多数入居していたためである。 

このように開発当初の附中東通りは，若

年層をターゲットとする衣類に特化した商

店街であったが，現在ではその店舗構成の

特徴は異なる（表 1）。2019 年 8 月現在，

附中東通りには道路の両側に 123 軒の店舗

が立地しており，そのうち 74％を占める 

写真 4 附中東通りで立ち食いをする若者 

2019 年 5 月筆者撮影 

91 軒が飲食店である。大多数を占める飲

食店に対し，開発当初は多かった衣料品店

はわずか 6.5％の 8軒となっている。調査

時点で経営を継続している衣料品店の多く

は若者向けの衣類ではなく，そのターゲッ

トは中年女性や高齢者となっている。これ

らの経営者からは，若年層に比べて中高年

層はオンラインショッピングではなく，実

際の店舗で買い物をする傾向が強く，また

附中東通りの周辺には中高年層向けの衣料

品店があまりないため，今のところはかろ

うじて経営を継続することができるという

回答が得られた。一方，店舗数が増加して

いる飲食店の多くは店舗面積が狭小である

ため，持ち帰りや立ち食いのような形が一

般的である（写真 4）。そして，これらで

伝統的なモンゴル料理が提供されることは

少なく，その多くではケーキやタピオカミ

ルクティーといった甘味，そして四川省や

湖南省といった南方地域の料理が扱われて

おり，中国国内で若年層から支持されてい

る飲食物が提供されている。 

 2019 年 8 月の現地調査によると，2000

年頃から現在まで経営が継続している店舗

は 8軒に止まる。その内訳は，靴下専門店

が 1軒，化粧品販売店が 3軒，縫製店が 2

軒，薬局が 1軒，携帯電話のアクセサリー

販売店が 1軒である。各経営者への聞き取

り調査によると，靴下専門店と携帯電話の

アクセサリー販売店は開業当初から薄利多

売を基本方針とし，靴下，携帯電話のアク

セサリーともに軽小かつ安価であるため，

在庫の保管スペースが狭く，インターネッ

トの影響は小さいということであった。し

かし，近年から賃料の上昇が続いたため，

両店舗とも二階の一室を貸し出すことを検

討している。化粧品販売店に関しては，中

国国内で化粧品の偽物や不良品が横行して

いるため，消費者は実物を確認してから購

入する傾向にあり，オンラインショッピン

グの拡大によって売り上げは悪化していな

いという回答が得られた。また，縫製店は

新しい衣類を作るのではなく，着古したも

のの修理が経営の中心であった。従来，縫

製店の顧客は中高年の女性であったが，現

在ではインターネットで衣類を購入した者

が裾上げや丈詰めといった作業を依頼する

ようになり，売上は増加している。 

こうした店舗では営業が継続されている

一方で，若者向けのファストファッション

を取り扱う店舗の多くは撤退し，それに代

わって飲食店が入居するようになった。現

在でも経営を継続している経営者からの聞

約40年前から続く「文化商城」という商店街が
立地しており，文化商城には古本屋や文房用具，
生活用品を扱う商店が多数入居していたためで
ある。
　このように開発当初の附中東通りは，若年層
をターゲットとする衣類に特化した商店街で
あったが，現在ではその店舗構成の特徴は異な
る（表１）。2019年８月現在，附中東通りには
道路の両側に123軒の店舗が立地しており，そ
のうち74％を占める 91軒が飲食店である。大
多数を占める飲食店に対し，開発当初は多かっ
た衣料品店はわずか6.5％の８軒となっている。
調査時点で経営を継続している衣料品店の多く
は若者向けの衣類ではなく，そのターゲットは
中年女性や高齢者となっている。これらの経営
者からは，若年層に比べて中高年層はオンライ
ンショッピングではなく，実際の店舗で買い物
をする傾向が強く，また附中東通りの周辺には
中高年層向けの衣料品店があまりないため，今
のところはかろうじて経営を継続することがで
きるという回答が得られた。一方，店舗数が増
加している飲食店の多くは店舗面積が狭小であ
るため，持ち帰りや立ち食いのような形が一般
的である（写真４）。そして，これらで伝統的
なモンゴル料理が提供されることは少なく，そ

蘇徳斯琴　　庄子　　元　　関根　良平
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の多くではケーキやタピオカミルクティーと
いった甘味，そして四川省や湖南省といった南
方地域の料理が扱われており，中国国内で若年
層から支持されている飲食物が提供されてい
る。
　2019年８月の現地調査によると，2000年頃か
ら現在まで経営が継続している店舗は８軒に止
まる。その内訳は，靴下専門店が１軒，化粧品
販売店が３軒，縫製店が２軒，薬局が１軒，携
帯電話のアクセサリー販売店が１軒である。各
経営者への聞き取り調査によると，靴下専門店
と携帯電話のアクセサリー販売店は開業当初か
ら薄利多売を基本方針とし，靴下，携帯電話の
アクセサリーともに軽小かつ安価であるため，
在庫の保管スペースが狭く，オンラインショッ
ピングの普及の影響は小さいということであっ
た。しかし，近年から賃料の上昇が続いたた
め，両店舗とも二階の一室を貸し出すことを検
討している。化粧品販売店に関しては，中国
国内で化粧品の偽物や不良品が横行しているた
め，消費者は実物を確認してから購入する傾向
にあり，オンラインショッピングの拡大によっ
て売り上げは悪化していないという回答が得ら
れた。また，縫製店は新しい衣類を作るのでは
なく，着古したものの修理が経営の中心であっ
た。従来，縫製店の顧客は中高年の女性であっ
たが，現在ではインターネットで衣類を購入し
た者が裾上げや丈詰めといった作業を依頼する
ようになり，売上は増加している。
　こうした店舗では営業が継続されている一方
で，若者向けのファストファッションを取り扱
う店舗の多くは撤退し，それに代わって飲食店
が入居するようになった。現在でも経営を継続
している経営者からの聞き取りによると，上述
した若者向けの衣料品店が附中東通りの大部分
を占めている状況は2013年まで続き，これらの
店舗の売り上げは好調であった。しかし，その
後，衣料品は徐々に売れなくなり，来店者の多
くは店舗で試着し，サイズを確認した後にイン

ターネットで購入するようになった。そのため，
衣料品店の経営者は，自身の店舗を貸し出す不
動産業に転じるか，地域的に需要が高く，ネッ
トショップと競合しない飲食店に業態を変える
者が多かった。
　若者向けのファッションの街から飲食店 , と
りわけテイクアウトを中心とする飲食店街へと
いう附中東通りの変化を，ここでは店舗の賃料
の変化に注目して検討する。附中東通りは成立
当初から恵まれた立地にあることで，各店舗の
経営状況は良好であった。こうした好調な経営
状況を背景に，附中東通りの店舗を所有する不
動産運営会社は契約更新５）の際に賃料を上げ
ていった。2000年頃は70㎡の一階と二階を合わ
せた店舗一軒あたりの賃料は年間12,000元（日
本円で約20万円）であったが，一貫して値上
がりし，2019年現在では一軒あたり年間110,000
～ 120,000元（日本円で約200万円）にまで高騰
している。こうした賃料の高騰は附中東通りに
おける店舗の経営の大きな障害となっており，
オンラインショッピングの普及の影響を強く受
けた若者向けの衣料品店は廃業を余儀なくされ
た。そして衣料品店の廃業後に入居したほとん
どは飲食店であるが，これらの店舗では賃料の
上昇に対応するため，一軒を２～４店舗でシェ
アしたり，入居した飲食店が二階部分などの
余ったスペースを又貸ししたりしている。高騰
した賃料への対応から，飲食店は狭小なスペー
スでの経営をせざるを得ず，提供する飲食物を
限定することで食材の保管スペースを削減する
とともに，店内に飲食スペースを設けなくても
よいテイクアウト形態が中心となっているので
ある。

Ⅴ  結び
　本研究では中国内モンゴル自治区の首府であ
る呼和浩特市において，「若者の街」と呼ばれ
る附中東通りを事例に，若年層を中心とするオ
ンラインショッピングの拡大は，実際の商店街
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にどのような影響を及ぼしているのかを検討し
た。
　開発当初，附中東通りは若者向けのファスト
ファッションを中心とする衣料品店が多くを占
める商店街であった。しかし，若年層がインター
ネットを通して衣類を購入するようになると附
中東通りの衣料品店は顧客を失い，廃業を余儀
なくされた。これら衣料品店が使用していた店
舗には，テイクアウトを中心とする飲食店が入
居した。この背景には，立地環境に恵まれてい
ることによる賃料の高騰がある。附中東通りで
は単独の飲食業者が一店舗を借りることが困難
となるまでに賃料が上がっているため，飲食業
者は複数で一店舗を利用したり，空きスペース
を他の飲食業者に又貸ししたりすることで，経
営を継続させている。そのため，附中東通りの
飲食業者は狭小なスペースでの経営となってい
るのである。
　このように附中東通りではオンラインショッ
ピングの拡大にともなって，衣料品店から飲食
店に，商店街を構成する店舗の業種が変化した。
こうした業種の変化が起きたことにより，附中
東通りでは衣料品店の廃業に起因して商店街の
にぎわいが失われるような状況には至っていな
い。しかし，上述した業種の変化は，近隣に複
数の大学が立地するという附中東通りの特殊な
購売環境によるものと推察される。そのため，
一般的な商店街においては，衣料品を中心とす
るオンラインショッピングの拡大が衣料品店の
廃業に繋がり，延いては商店街そのものの衰退
を招く危険性がある。以上を踏まえれば，近隣
に大学や専門学校が立地していない商店街にお

いて，オンラインショッピングの拡大の影響を
調査し，本研究で得られた知見と比較検討する
必要があるが，この点については稿を改めたい。

付　記
　本研究では附中東通りの経営者の皆様に多大
な協力を賜った。記して感謝の意を表したい。
　なお，本研究には JSPS 科研費基盤研究（B）
（16H05685 代表者：関根良平），中国教育部人
文社会科学重点研究基地重大項目「市場経済导
下蒙古国草原牧畜業経済研究－与中国内蒙古的
比較」（No:14JJD790024）を使用した。

注
１）一例を挙げれば中国大手の IT 企業である

阿里巴巴の子会社である淘宝は，11月11日
にオンラインショッピングのイベントを開
催しており，取引金額が４兆円を超える当
日の様子は日本でも報道されている。

２）中国語では「附中東巷」と表現される。
　　「巷」は街区より小規模であり，かつ店舗

が線形に連なった地域を表す。本稿では上
述した意味合いから「附中東通り」と表現
する。

３）本研究のアンケート調査で対象とした若年
　　層は，10代後半から20代前半の男女であ
　　る。
４）「淘宝网」と「天猫」は異なるオンライン

ショッピングサービスであるが，いずれも
親会社は阿里巴巴である。

５）附中東通りでは多くの店舗で貸借契約の更
　　新が１年ごとに行われている。
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